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（１）幼児教育の質に関する社会や小学校等との認識の共有
○幼児教育の質に関する認識が社会的に共有されているとは言い難く、
小学校教育の前倒しと誤解されることがある

○遊びを通じて学ぶ幼児期の特性の再確認、小学校・家庭・地域と共有

○「令和の日本型学校教育」を目指し、質の高い学びに向けた取組を推進中
○幼稚園・保育所・認定こども園といった施設類型を問わず、幼児教育の質的
向上と小学校教育との円滑な接続を図り、接続期の教育を充実する必要

○本特別委員会では、初等中等教育分科会の審議要請を踏まえ、全ての子
供に学びや生活の基盤を保障するための方策や体制整備等を審議

○今後さらに、質の保障の仕組みを中心に検討

○幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
と小学校学習指導要領では、幼児教育と小学校教育との円滑な接続を重視

○幼児教育・保育の無償化の着実な実施と質の向上の必要
○新型コロナウイルス感染症による学びや生活への影響、デジタル化の対応など
○特別な配慮を必要とする子供（障害のある子供、外国人の子供等）への対応
○持続可能な社会の創り手の育成の重要性

（２） ０～18歳まで見通した学びの連続性に配慮しつつ、幼
保小の接続期の教育の質を確保するための手立ての不足

○幼保小の接続の課題
・園の７～９割が小学校との連携に課題意識
・半数以上の園が行事の交流等どまり、資質・能力をつなぐカリキュ
ラムの編成・実施が行われていない
・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定 など
→学びや生活の基盤の育成に大きな影響

○特に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を実践にどう生かすの
かなど、カリキュラムの参考になる資料が少ない

４．目指す方向性３．課題

１．はじめに ２．背景

（４）教育の質を保障するために必要な体制等
○自治体の幼児教育推進体制として、幼児教育アドバイザーの経験
に拠るところが大きく、アドバイスの質のばらつきや継続性などに課題

（３）格差なく学びや生活の基盤を育む重要性と多様性への配慮
○質の高い幼児教育が子供の望ましい発達と学びなどに結びついてい
るとの研究成果

○一人一人の特性と経験を踏まえた指導が必要

（5）教育の機会が十分に確保されていない子供や家庭への支援
○教育の機会へのアクセスが十分ではない家庭もあり、教育と福祉の
垣根を越え、子供や家庭の総合的・継続的な支援が必要

（１）「社会に開かれたカリキュラム」の実現に向けた質に関する認識の共有
○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、 「社会に開かれたカリ
キュラム」の観点から、小学校以降のカリキュラムと接続し、関係者と認識を共有

（２）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と各園・学校や地域の創意
工夫を生かした幼保小の架け橋プログラムの実施

○発達の段階を見通しつつ、５歳児から小学校１年生の２年間（「架け橋期」）に
着目。全ての子供に学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」の実施

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関する理解・活用の促進
○幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きと参考資料の初版（案）作成、
全国的な架け橋期の充実と、モデル地域の実践を集中的に推進

○架け橋期のカリキュラム開発のイメージ：
・園・小学校、教育委員会、子育て部局等によるカリキュラム開発会議を構成、
手引きや参考資料の初版（案）を活用しつつ架け橋期のカリキュラムの開発、研
修、教材としての環境の活用等の開発
・これを踏まえ、園・小学校で教育課程編成・指導計画作成、実施

○進め方のイメージ：
・４つのフェーズ（①基盤づくり、②検討・開発、③実施・検証、④改善・発展サイ
クルの定着）に対応して、カリキュラム開発会議、園・小学校の取組・体制、自治
体の支援体制の視点からイメージ例を提示

○架け橋期のカリキュラムの共通の視点（例）：
・①期待する子供像、②遊びや学びのプロセス、③園の活動／小学校の単元構
成等、④指導上の配慮事項、⑤子供の交流、⑥家庭や地域との連携

○質保障の枠組み：モデル地域を対象とした調査等、改善事項の整理、全国展開
（３）全ての子供のウェルビーイングを保障するカリキュラムの実現
○全ての子供のウェルビーイングを保障するため、教育課程編成等､実施､評価・改善
（４）幼児教育推進体制等の全国展開による、教育の質の保障と専門性の向上
○自治体の幼児教育推進体制の活用支援を強化、指導・助言内容の充実
○組織的・計画的な研修、合同・参加研修等、ICT環境整備 など
（5）地域における園・小学校の役割の認識と関係機関との連携・協働等
○教育・福祉等の関係機関と連携・協働、障害のある子供への教育の充実等

中央教育審議会初等中等教育分科会幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会
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○本特別委員会では、初等中等教育分科会の審議要請を踏まえ、全ての子
供に学びや生活の基盤を保障するための方策や体制整備等を審議

○今後さらに、質の保障の仕組みを中心に検討

○幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
と小学校学習指導要領では、幼児教育と小学校教育との円滑な接続を重視

○幼児教育・保育の無償化の着実な実施と質の向上の必要
○新型コロナウイルス感染症による学びや生活への影響、デジタル化の対応など
○特別な配慮を必要とする子供（障害のある子供、外国人の子供等）への対応
○持続可能な社会の創り手の育成の重要性

（２） ０～18歳まで見通した学びの連続性に配慮しつつ、幼
保小の接続期の教育の質を確保するための手立ての不足

○幼保小の接続の課題
・園の７～９割が小学校との連携に課題意識
・半数以上の園が行事の交流等どまり、資質・能力をつなぐカリキュ
ラムの編成・実施が行われていない
・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定 など
→学びや生活の基盤の育成に大きな影響

○特に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を実践にどう生かすの
かなど、カリキュラムの参考になる資料が少ない

４．目指す方向性３．課題

１．はじめに ２．背景

（４）教育の質を保障するために必要な体制等
○自治体の幼児教育推進体制として、幼児教育アドバイザーの経験
に拠るところが大きく、アドバイスの質のばらつきや継続性などに課題

（３）格差なく学びや生活の基盤を育む重要性と多様性への配慮
○質の高い幼児教育が子供の望ましい発達と学びなどに結びついてい
るとの研究成果

○一人一人の特性と経験を踏まえた指導が必要

（5）教育の機会が十分に確保されていない子供や家庭への支援
○教育の機会へのアクセスが十分ではない家庭もあり、教育と福祉の
垣根を越え、子供や家庭の総合的・継続的な支援が必要

（１）「社会に開かれたカリキュラム」の実現に向けた質に関する認識の共有
○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、 「社会に開かれたカリ
キュラム」の観点から、小学校以降のカリキュラムと接続し、関係者と認識を共有

（２）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と各園・学校や地域の創意
工夫を生かした幼保小の架け橋プログラムの実施

○発達の段階を見通しつつ、５歳児から小学校１年生の２年間（「架け橋期」）に
着目。全ての子供に学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」の実施

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関する理解・活用の促進
○幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きと参考資料の初版（案）作成、
全国的な架け橋期の充実と、モデル地域の実践を集中的に推進

○架け橋期のカリキュラム開発のイメージ：
・園・小学校、教育委員会、子育て部局等によるカリキュラム開発会議を構成、
手引きや参考資料の初版（案）を活用しつつ架け橋期のカリキュラムの開発、研
修、教材としての環境の活用等の開発
・これを踏まえ、園・小学校で教育課程編成・指導計画作成、実施

○進め方のイメージ：
・４つのフェーズ（①基盤づくり、②検討・開発、③実施・検証、④改善・発展サイ
クルの定着）に対応して、カリキュラム開発会議、園・小学校の取組・体制、自治
体の支援体制の視点からイメージ例を提示

○架け橋期のカリキュラムの共通の視点（例）：
・①期待する子供像、②遊びや学びのプロセス、③園の活動／小学校の単元構
成等、④指導上の配慮事項、⑤子供の交流、⑥家庭や地域との連携

○質保障の枠組み：モデル地域を対象とした調査等、改善事項の整理、全国展開
（３）全ての子供のウェルビーイングを保障するカリキュラムの実現
○全ての子供のウェルビーイングを保障するため、教育課程編成等､実施､評価・改善
（４）幼児教育推進体制等の全国展開による、教育の質の保障と専門性の向上
○自治体の幼児教育推進体制の活用支援を強化、指導・助言内容の充実
○組織的・計画的な研修、合同・参加研修等、ICT環境整備 など
（5）地域における園・小学校の役割の認識と関係機関との連携・協働等
○教育・福祉等の関係機関と連携・協働、障害のある子供への教育の充実等

中央教育審議会初等中等教育分科会幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会
―審議経過報告―【主な概要】
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○新型コロナウイルス感染症による学びや生活への影響、デジタル化の対応など
○特別な配慮を必要とする子供（障害のある子供、外国人の子供等）への対応
○持続可能な社会の創り手の育成の重要性

（２） ０～18歳まで見通した学びの連続性に配慮しつつ、幼
保小の接続期の教育の質を確保するための手立ての不足

○幼保小の接続の課題
・園の７～９割が小学校との連携に課題意識
・半数以上の園が行事の交流等どまり、資質・能力をつなぐカリキュ
ラムの編成・実施が行われていない
・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定 など
→学びや生活の基盤の育成に大きな影響

○特に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を実践にどう生かすの
かなど、カリキュラムの参考になる資料が少ない

４．目指す方向性３．課題

１．はじめに ２．背景

（４）教育の質を保障するために必要な体制等
○自治体の幼児教育推進体制として、幼児教育アドバイザーの経験
に拠るところが大きく、アドバイスの質のばらつきや継続性などに課題

（３）格差なく学びや生活の基盤を育む重要性と多様性への配慮
○質の高い幼児教育が子供の望ましい発達と学びなどに結びついてい
るとの研究成果

○一人一人の特性と経験を踏まえた指導が必要

（5）教育の機会が十分に確保されていない子供や家庭への支援
○教育の機会へのアクセスが十分ではない家庭もあり、教育と福祉の
垣根を越え、子供や家庭の総合的・継続的な支援が必要

（１）「社会に開かれたカリキュラム」の実現に向けた質に関する認識の共有
○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、 「社会に開かれたカリ
キュラム」の観点から、小学校以降のカリキュラムと接続し、関係者と認識を共有

（２）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と各園・学校や地域の創意
工夫を生かした幼保小の架け橋プログラムの実施

○発達の段階を見通しつつ、５歳児から小学校１年生の２年間（「架け橋期」）に
着目。全ての子供に学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」の実施

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関する理解・活用の促進
○幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きと参考資料の初版（案）作成、
全国的な架け橋期の充実と、モデル地域の実践を集中的に推進

○架け橋期のカリキュラム開発のイメージ：
・園・小学校、教育委員会、子育て部局等によるカリキュラム開発会議を構成、
手引きや参考資料の初版（案）を活用しつつ架け橋期のカリキュラムの開発、研
修、教材としての環境の活用等の開発
・これを踏まえ、園・小学校で教育課程編成・指導計画作成、実施

○進め方のイメージ：
・４つのフェーズ（①基盤づくり、②検討・開発、③実施・検証、④改善・発展サイ
クルの定着）に対応して、カリキュラム開発会議、園・小学校の取組・体制、自治
体の支援体制の視点からイメージ例を提示

○架け橋期のカリキュラムの共通の視点（例）：
・①期待する子供像、②遊びや学びのプロセス、③園の活動／小学校の単元構
成等、④指導上の配慮事項、⑤子供の交流、⑥家庭や地域との連携

○質保障の枠組み：モデル地域を対象とした調査等、改善事項の整理、全国展開
（３）全ての子供のウェルビーイングを保障するカリキュラムの実現
○全ての子供のウェルビーイングを保障するため、教育課程編成等､実施､評価・改善
（４）幼児教育推進体制等の全国展開による、教育の質の保障と専門性の向上
○自治体の幼児教育推進体制の活用支援を強化、指導・助言内容の充実
○組織的・計画的な研修、合同・参加研修等、ICT環境整備 など
（5）地域における園・小学校の役割の認識と関係機関との連携・協働等
○教育・福祉等の関係機関と連携・協働、障害のある子供への教育の充実等

中央教育審議会初等中等教育分科会幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会
―審議経過報告―【主な概要】



幼保小の架け橋プログラムとは?　①

「義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生

の２年間は、生涯にわたる学びや生活の基盤を

つくるために重要な時期」としてこの時期を

「架け橋期」と呼ぶ 

各地域の保育関係者、小学校、教育委員会、
自治体の子育て担当部局、大学等、保育関係
団体、保護者や地域の関係者など広範囲に渡
った人員から構成される架け橋期のカリキュ
ラム開発会議を構成 

幼保小の架け橋プログラムとは?　②

架け橋期にふさわしい活動のあり方と「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」の理解と
活用を促進し、それを踏まえた教育方法の改
善の視点などを開発 

幼保小の架け橋プログラムとは?　③ 【基盤づくり（フェーズ１）】（各園・小学校での体制）

①連携窓口の明確化
・園長・校長の連携とリーダーシップ
・園内・校内の先生の業務分担の中に連携窓口を位置づけ、窓口の一元化
を図る

・幼保小の先生が気軽に話し合えるよう、顔が見える機会を確保する 等
②自園・自校の先生への意識啓発と参画
・園内研修・校内研修等において、先生全員で架け橋期のカリキュラムに取り組
む意義やねらいを共有する
・連携窓口を通じて、授業参観や保育参観、先生の意見交換会などを行う 等

【検討・開発（フェーズ２）】（幼保小間の体制）

①幼保小合同会議の設置
・構成員と所掌内容を決める（架け橋期のカリキュラム、幼保小の研究会、子供
の交流活動等、幼保小の連携・接続に関することを所掌し、園・小学校の各担
当者を構成員等）
・合同会議では、課題に関する協議を行うとともに、子供の変容や自園・自校の
先生の意識の変容等も共有する
・合同会議を踏まえた、園内・小学校内体制整備（様々な委員会等との関係の明
確化、開催日程の共有、全ての先生の理解と協力、個人に依存しない持続的な
体制づくり） 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の共有
・事例を取り上げ、架け橋期のカリキュラムの共通の視点から理解を深めていく
・設置者や施設類型、学校種における特有の表現やそれぞれにもつイメージが異
なる表現（教育課程、指導、教材等）については、自治体による幼保小の合同
研修での経験などを生かし、内容について具体例を示して説明する 等

【実施・検証（フェーズ３）】
（幼保小の協働実施の体制）

①幼保小合同会議の充実
・これまでに蓄積された知見を整理し、相互理解を深める内容や方法に
ついて具体的に話し合う（例：参観後の意見交換はどのような視点がよ
いのか、園・小学校の教育課程や指導計画に関して相互の指導の内容や
方法が生かせることはないか） 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の深化
・相手の職場体験、保育参観・授業参観等を通じた気付きや疑問を話し
合う
・一緒に保育や授業の展開について考えてみる 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続可能な体制）

①幼保小合同会議の定着
・園小での持続的、発展的な組織体制を構築する
・日々の業務の中で、幼保小の合同会議の開催頻度が低くなることがあ
る。幼保小の先生が意識を共有し続け、子供の実態に応じつつ幼保小
の創意工夫を生かした架け橋期のカリキュラムとするため、幼保小の
合同会議の定期開催を継続する
・話し合う内容についても、日々の課題だけではなく、時には、中長期
的な展望をもって話し合ったり、初心に戻って話し合ったりする 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の改善・発展
・幼保小の先生が協働して架け橋期のカリキュラムの作成や実施の過程
における気付きを大切にして、接続する園・小学校での子供の学びや
生活を具体的にイメージしながら、相手の教育の内容や方法について
理解し、園・小学校の取組の改善につなげる 等 48

5-(1) 実施に必要なことにおける園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ

幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き(初版）P.48

幼保小の架け橋プログラムとは?　④

具体的な進め方として・・・

基盤づくり

検討・開発

実施・検証

改善・発展

園内・校内研修で架け橋プログラムの意義などを学習
連携窓口は園長・校長　または窓口担当者　顔が見える関係

事例でカリの共通の視点や学校種・施設種別の違いの理解
幼保小合同会議の設置　　課題に関する協議をする

相互の職場体験、参観、を行い気づきや疑問を出しあう
合同会議の充実　　相互理解を深め内容や方法を具体的に検討

相互の教育内容や方法の改善などについて考え合う
合同会議の定着　　持続的・発展的に会議を行う

幼保小の架け橋プログラムとは?　④

具体的な進め方として・・・

基盤づくり

検討・開発

実施・検証

改善・発展

園内・校内研修で架け橋プログラムの意義などを学習
連携窓口は園長・校長　または窓口担当者　顔が見える関係

事例でカリの共通の視点や学校種・施設種別の違いの理解
幼保小合同会議の設置　　課題に関する協議をする

相互の職場体験、参観、を行い気づきや疑問を出しあう
合同会議の充実　　相互理解を深め内容や方法を具体的に検討

相互の教育内容や方法の改善などについて考え合う
合同会議の定着　　持続的・発展的に会議を行う

6-(1) 実施に必要なことにおける自治体での支援の進め方（各フェーズ）のイメージ

49⇒具体の進め方のイメージは次ページへ

フェーズ１～４
幼保小の先生の研修
等（遠隔地や勤務時
間を考慮したオンラ
インの活用を含む）

フェーズ３・４
連携のコーディネート

自治体

幼稚園関係団体
保育所関係団体
認定こども園関係団体
小学校関係団体
※団体間の連携の強化、団体主催の
研修や会議を活用した普及啓発

〇架け橋期のカリキュラム開発会議
【構成員】
・幼稚園、保育所、認定こども園、小学校 ・教育委員会、子育て担当部局
・教員等養成や研修に関わる大学や専門学校 ・幼保小の関係団体
・保護者や地域の関係者 ・有識者
・架け橋期のコーディネーター（有識者） 等

【自治体の関係部局の連携の必要性】
・幼保小連携・接続に対する自治体内の関係部局間の意識の高さが、各園・小学校の意識に影響す
る場合がある

・各園・小学校の意識は高くとも、取り組み方が分からず、自治体の支援が必要な場合がある
・面識のない幼保小間での連携は困難なため、自治体において研修等の相互理解の場を設定が求め
られる場合がある 等

家庭・地域
※子供の育ちの共有、各園・小学

校の取組への協力

大学等
※取組への助言、養成・研修への
反映等

自治体における取組のイメージ

連
携

等

国立･公立
幼稚園

私立
幼稚園

公立
保育所

私立
保育所

Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校

公立認定
こども園

私立認定
こども園

小学校への入学状況が多様であることも考慮

フェーズ２
フェーズ１

架け橋期のカリキュラムを踏まえ、教育課程編成・指導計画作成、実施
各園・小学校において、接続をコーディネートする者の明確化

持続的・発展的に実施する組織体制の構築

幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き(初版）P.49

自治体主導のもと実施されていく
自治体にどう意見を出していくか!?

架け橋プログラムを問う

子どもの姿が見えない!

架け橋プログラムを問う
大宮勇雄氏による指摘 第61回 全国保問研 京都集会 特別講座より

1)子どもの現状や現場の困難にまったく触れない 
　　●保育の改善をまったくやる気がない 
　　●学校教育の抱える問題や困難を 
              学校外（保育や家庭）に押しつけている 
　　●学校を変えずに子どもを変える 

　　　学校への適応・型にはめる　＝　教育内容の早期化 

2)保育実践に対する直接的介入 



架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案

小学校とカリキュラムを統一することはできるのか

「10の姿」を中心に据えることを問う

における記載内容を、より膨らませて・・・

「架け橋」が必要なのは誰か

年長の意味と「架け橋期」とすることの危険性

小学校の現状と課題を踏まえどう向き合うか

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案

小学校とカリキュラムを統一することはできるのか

における記載内容を、より膨らませて・・・

保育（幼児教育）と小学校のカリキュラムの違い

教育のねらい 
目標

教育課程

小学校

方向目標 到達目標

経験カリキュラム 教科カリキュラム

幼稚園と小学校の教育の特徴（「違い」）

「～味わう」「感じる」等 
　の方向づけを重視

成長・発達の姿として 
期待する方向を示す

「～できるようにする」 
といった目標への到達度 
を重視
具体的かつ明確な能力 
のゴールが設定されている

幼稚園（保）
教育のねらい 
目標

教育課程

小学校

方向目標 到達目標

経験カリキュラム 教科カリキュラム

幼稚園と小学校の教育の特徴（「違い」）

一人ひとりの「生活」や 
「経験」を重視する 学問の体系を重視する

子どもが主体者として生きること 知識・技能を身につけること

幼稚園（保）

教育のねらい 
目標
教育課程

教育の方法等

小学校

方向目標 到達目標
経験カリキュラム 教科カリキュラム

幼稚園と小学校の教育の特徴（「違い」）

「あそび」を通した総合的な 
指導や教師が環境を通して幼 
児の主体的な活動を促す

教科等の目標・内容に 
沿って選択された教材に 
よって教育が展開される

幼稚園（保）
教育のねらい 
目標
教育課程

小学校

方向目標 到達目標
経験カリキュラム 教科カリキュラム

幼稚園と小学校の教育の特徴（「違い」）

幼稚園（保）

評価の対象 保育者自身の保育
園の保育

子どもの学習成果
できるか・できないか
どこまで理解しているのか

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案

「10の姿」を中心に据えることを問う

における記載内容を、より膨らませて・・・

今回の架け橋プログラムは、保育現場と小学校、そして保護者や地域とも 
「10の姿」をもとに相互理解やカリキュラム策定、または活動の展開を 
目指そうとしている。

文科省が課題として挙げているものとして・・・

10の姿が、保育現場および小学校にも浸透していないことを 
課題視している

架け橋プログラムを問う

そもそも論として、この10の姿にも大きな課題があり・・・

第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

大宮勇雄氏
育って欲しい姿は小での授業や生活が円滑に進行するよう子ども 
に自己抑制と同調を求める観点でつくられており、これらを踏ま 
えて計画・指導をするよう指針・要領は求めている。その「姿」 
に合致しない子は否定的に見られはしないか、また多様な育ちや 
自主性が抑えつけられないかという懸念がある 

大宮勇雄・川田学 ほか『どう変わる?何が課題? 現場の視点で新要領・指針を考えあう』ひとなる書房 ,2017 より引用

現場としても受け入れがたい内容である!



架け橋プログラムを問う

そもそも論として、この10の姿にも大きな課題があり・・・

第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

現場としても受け入れがたい内容である!

一方で、要録の記述や指導計画においては、 
　　「10の姿」を視点に据えて記述する必要性がある!

ジレンマ・葛藤・・・
10の姿は納得できない!　けど、書かなくてはいけないし･･･

また、この10の姿の捉え方、受け取り方も園や保育者で多様であり、 
　　さらには保育の目標（子どもの到達目標）と据えている園もある。

金沢市の幼児教育の方向性

育ちの連続性を大切に
した小学校との接続

家庭や地域との相互理解

幼児教育関係者，小学校
教育関係者，研究者で作成

 2021年3月公開

金沢市幼児教育センター（2021）．かなざわ幼児
教育みちしるべ Retrieved from https://
www4.city.kanazawa.lg.jp/material/files/group/
66/6783.pdf（2022年3月17日）

語り合うための資料

（1） 「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿（10の姿）」の共通理解について 2

出典：滝口圭子氏 
金沢大学教育学部 
（石川保問研） 
(一)日本保育学会 第5
回中部地区研究集会 
「これからの「幼児教
育」施設と小学校の円
滑な接続に向けて -北
陸地区の幼少接続の取
り組みを中心に-」 
2022.3

資質・能力，10の姿を再構成

礎 いしずえ
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出典：滝口圭子氏 
金沢大学教育学部 
（石川保問研） 
(一)日本保育学会 第5
回中部地区研究集会 
「これからの「幼児教
育」施設と小学校の円
滑な接続に向けて -北
陸地区の幼少接続の取
り組みを中心に-」 
2022.3

架け橋プログラムを問う

金沢市が独自で10の姿をもとに 
　　　　資質・能力と10の姿を再構成

第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

（ア）知識及び技能の基礎

（イ）思考力、判断力、表現力等の基礎

（ウ）学びに向かう力、人間性等

感じる・気づき・分かる・出来る力の育ち

考え・試し・工夫し・表現する力の育ち

心情・意欲・態度の育ち

資質・能力，10の姿を再構成

礎 いしずえ

5

3つの柱

（ア）知識及び技能の基礎

（イ）思考力、判断力、表現力等の基礎

（ウ）学びに向かう力、人間性等

幼児期 小学校 中学校 高等教育

知識及び技能

思考力、判断力、表現力

学びに向かう力、人間性

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案

小学校とカリキュラムを統一することはできるのか

「10の姿」を中心に据えることを問う

における記載内容を、より膨らませて・・・

「架け橋」が必要なのは誰か

年長の意味と「架け橋期」とすることの危険性

小学校の現状と課題を踏まえどう向き合うか

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

今後、より小学校との接続が必要となってくる・・・。どう向き合うか。

小学校の現状と課題を踏まえどう向き合うか

幼児についての無理解 ・保育のことを知らない小学校教員
＊年長が小学校に見学に行くと、手を引いて階段を上り下りさせられるなど未満児のような対応を受ける
＊保育園に見学に来た教員が、朝から遊んでいる様子を見て、「いつ保育が始まるんですか？」と聞く

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

小学校の現状と課題を踏まえどう向き合うか

https://ueric.uchida.co.jp/index.cfm/14,3755,50,html

出典：内田洋行教育総合研究所
我が国の教員の現状と課題 -TALIS2018結果より



架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

小学校の現状と課題を踏まえどう向き合うか

ブラック労働化している学校現場
仕事量の増大　→　書類作成増＋タブレット等の管理も教員が

大量退職＋大量採用による教員の年代構成のいびつさ

新しい科目の導入→教材作成が追いつかない・学ぶ時間ない!

精神疾患を抱える教員の増加と、補充のなさ

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

小学校の現状と課題を踏まえどう向き合うか

こういう状況で本当に 
架け橋プログラムはできるのだろうか？

まさに大宮氏が指摘したように、
政府は現場の改善をせずに、ビルド アンド ビルド をしてくる!
これで本当に、幼保小が接続に意識を向けて取り組むことができるか？

っていうか、先にやるべきことがあるんじゃないの!？

幼保認 小学校

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

「架け橋」が必要なのは誰か

年長児が進学するにあたって、小学校との連携が密にできないことで、 
　　　　　子どもたちに対して不安や心配が強くなることはありますか?

上手く接続できていない
どう連携したらいいのか？

という悩みはあるが･･･

不安や心配が強くなるということはないのでは？
幼保認 小学校

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

「架け橋」が必要なのは誰か
卒園児の親との 
　交流会

担任との連絡方法の充実
学校への疑問や不安の窓口

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

「架け橋」が必要なのは誰か

架け橋プログラムには、親も含まれる。

家庭教育への政府の介入ではないだろうか？

10の姿を家庭にも導入しようという意識

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

年長の意味と「架け橋期」とすることの危険性
年長児と小学1年生の2年間を「架け橋期」とする。

本当に良いのでしょうか？

年長児期の一年間を”小学校接続のための時期”とする? 

架け橋プログラムを問う 第50回 九州合研 福岡集会 基調提案
における記載内容を、より膨らませて・・・

年長の意味と「架け橋期」とすることの危険性

年長の1年間はどういう時期?
自信

誇り
仲間とともに

小学校の接続のために費やしていいのか?
それは、本当に「子どものため」なのか?

目指す保育は「小学校に適合する子どもを育てる」ことではないはず 

ここで育った実感
充実感 今の問題点を変えずに、園と小に負担を強いるだけのシステム

なにより「子ども時代」を大切にする視点が欠けている!

架け橋プログラムを問う

まとめとして


